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⑥
代
表
者
お
よ
び
運
営
方
法
が
定
款
、
規

約
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

■
登
録
団
体
へ
の
活
動
支
援
の
内
容

①
情
報
発
信
の
場
の
提
供

◦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

◦
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
情
報
コ
ー

ナ
ー
）
で
の
情
報
発
信
な
ど

②
研
修
会
、
助
成
制
度
な
ど
各
種
情
報
の

提
供

③
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
（
会

議
室
の
利
用
料
減
免
、
ロ
ッ
カ
ー
・
印
刷

室
な
ど
の
利
用
）

■
登
録
方
法

　

市
民
活
動
推
進
課
備
え
付
け
の
登
録
申

請
書
を
提
出

　

市
民
活
動
団
体
登
録
制
度
や
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

□
と
き　

８
月
31
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時

□
と
こ
ろ　

市
民
館
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課
（
２
５
・
３
３
７
３
）

　

島
し
ょ
部
で
救
急
患
者
が
発
生
し
た

場
合
、必
要
に
応
じ
て
山
口
県
（
昼
間
）

や
自
衛
隊
（
夜
間
・
冬
季
）
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
り
航
空
搬
送
を
行
っ
て
い

ま
す
。
萩
市
と
自
衛
隊
で
は
、
航
空
搬

送
を
安
全
・
迅
速
に
行
う
た
め
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
と
そ
の
回
答
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

Ｑ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
機

が
飛
ん
で
う
る
さ
い
の
で
す

が
、
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

毎
月
１
回
、
玉
江
河
川
公
園
、
河

添
河
川
公
園
等
で
航
空
自
衛
隊
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
夜
間
離
着
陸
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
訓
練
時
間
は
通
常
20
分
程
度

で
す
。

Ｑ
な
ぜ
昼
間
で
は
な
く
、
夜
に
訓

練
を
す
る
の
で
す
か
？

Ａ　

島
し
ょ
部
か
ら
の
航
空
搬
送
は
深

夜
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
昼
と
夜

で
は
、
周
辺
の
景
観
や
気
象
状
況
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
安
全
確
保

の
た
め
、
夜
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

加
え
て
、
最
近
は
ジ
ェ
ッ
ト
機

も
飛
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
下
関
の
海
上
自
衛
隊

が
航
空
搬
送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
福
岡
県
の
航
空
自
衛
隊
芦
屋

救
難
隊
が
こ
れ
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

安
全
確
保
の
た
め
、
捜
索
用
ジ
ェ
ッ
ト

機
が
先
行
し
、
空
路
の
気
象
状
況
の

確
認
や
地
上
と
の
無
線
連
絡
を
行
う
な

ど
、
２
機
体
制
で
活
動
し
ま
す
。

Ｑ
市
民
へ
の
周
知
は
ど
う
し
て
い

る
の
で
す
か
？

Ａ　

訓
練
日
に
つ
い
て
は
、
萩
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
メ
ー
ル
、
エ
フ
エ
ム

萩
、
広
報
車
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
当
日
の
天
候
や
緊
急
用
務
に
よ

り
、
訓
練
を
変
更
・
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
騒
音
等
に
ご
理
解
を

　

航
空
機
に
よ
る
島
し
ょ
部
の
救
急
搬

送
、
大
規
模
林
野
火
災
の
消
火
活
動
な

ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心

の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

訓
練
や
緊
急
時
の
出
動
で
広
い
範
囲

に
わ
た
り
騒
音
や
振
動
が
発
生
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

【
離
着
陸
訓
練
に
関
す
る
こ
と
】
防
災

安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

【
地
域
医
療
に
関
す
る
こ
と
】
地
域
医

療
推
進
課
（
２
５
・
１
５
２
１
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

夜
間
離
着
陸
訓
練

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

（
予
定
）

■
情
報
提
供
の
場
の
提
供

　

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
掲
示
板
等
）、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

■
活
動
の
場
の
提
供

　

団
体
室
、
会
議
室
、
専
用
ロ
ッ
カ
ー
、

印
刷
室
な
ど

市
民
活
動
団
体
登
録
制
度
の
申
請

■
登
録
で
き
る
団
体

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体

①
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
自
主
的
、
組
織

的
、
継
続
的
に
行
わ
れ
る
活
動

②
不
特
定
多
数
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
活
動

③
政
治
活
動
お
よ
び
宗
教
活
動
を
目
的
と

し
な
い
活
動

④
活
動
し
て
い
る
個
人
が
概
ね
５
人
以
上

で
あ
る
こ
と

⑤
団
体
の
本
拠
地
と
主
な
活
動
場
所
が
萩

市
内
で
あ
る
こ
と

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

萩
地域

　
市
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
を
支
援
す
る
た
め
、
田
町
商
店
街
の
空
き
店
舗
（
旧
丸
正

バ
ザ
ー
ル
）に
各
団
体
の
活
動
拠
点
と
な
る「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
整
備
し
、

平
成
21
年
２
月
か
ら
各
種
情
報
や
活
動
の
場
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
併
せ
て
、市
民
活
動
の
活
性
化
と
団
体
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め

る
た
め
、９
月
か
ら「
市
民
活
動
団
体
登
録
制
度
」を
開
始
し
、登
録
団
体
の
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！

９月

2月
09 年
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■
と
き　

８
月
28
日（
木
）〜
平
成
21
年
５

月
31
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

※
無
料
で
見
学
で
き
ま
す
。

　

７
月
26
日
の
猛
暑
は
、
実
に
36
・

６
度
。
７
月
の
気
温
と
し
て
は
萩
の

観
測
史
上
（
昭
和
23
年
以
来
）
最
高

気
温
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
時
折

雨
は
降
る
も
の
の
酷
暑
は
続
い
て
い

る
。

　

８
月
に
入
り
本
格
的
な
暑
さ
の
さ

中
、
萩
の
夏
ま
つ
り
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。
昨
年
は
台
風
襲
来
で
、
２

日
、
３
日
の
行
事
は
中
止
と
な
っ
た

が
、
今
年
は
連
日
の
快
晴
高
気
温
。

見
物
客
で
埋
ま
る
菊
ヶ
浜
沖
で
の

萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会
、
ト
コ
ト

ン
ヤ
レ
節
等
の
市
民
総
踊
り
、
住
吉

神
社
奉
納
の
御み
こ
し輿
、
お
船ふ
な
う
た謡
等
３
日

間
大
い
に
賑
わ
う
。
各
行
事
に
は
老

若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
参
加
に
よ
り
、
夏
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

宴
も
終
り
夜
が
更
け
て
い
く
頃
、

ま
つ
り
の
現
場
に
祭
の
法は
っ
ぴ被
を
着
て

リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、
清
掃
用
具
を
手

に
し
て
黙
々
と
ゴ
ミ
の
収
集
に
従
事

し
て
い
る
一
団
。
商
工
会
議
所
、
観

光
協
会
、
市
の
商
工
観
光
部
の
職
員

で
あ
る
。
仕
事
と
は
い
え
頭
の
下
が

る
深
夜
作
業
。
祭
を
支
え
る
縁
の
下

の
力
持
ち
達
で
あ
る
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.41

　
イ
ギ
リ
ス
の
王
立
大
砲
博
物
館
で
展
示

さ
れ
て
い
る
長
州
砲
が
萩
に
里
帰
り
し
、

８
月
28
日
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
と
を

記
念
し
て
、
８
月
27
日
に
記
念
講
演
会
等

を
開
催
し
ま
す
。

　
長
州
藩
が
下
関
戦
争
で
大
敗
を
喫
し
た

こ
と
は
明
治
維
新
史
上
の
大
き
な
転
換
点

で
あ
り
、
そ
の
時
の
大
砲
が
地
元
に
帰
る

こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
す
。

　
今
年
は
、
日
英
国
交
開
設
１
５
０
年
に

あ
た
る
年
で
、
日
英
友
好
親
善
の
架
け
橋

と
も
な
る
も
の
で
す
。

■
と
き　

８
月
27
日（
水
）　

午
後
２
時
〜

５
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

【
第
一
部
】
記
念
講
演
会
（
午
後
２
時
〜
）

◦
演
題　
「
世
界
に
散
っ
た
長
州
の
青
銅
砲
」  

◦
講
師　

古
川
薫
（
作
家
）

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］　

下
関
市
在
住
。
１
９

９
１
年
「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」
で
直
木
賞

を
受
賞
。
英
仏
蘭
米
４
か
国
に
散
っ
た
長

州
砲
の
行
方
を
34
年
の
歳
月
を
か
け
て
追

い
続
け
た
記
録
「
わ
が
長
州
砲
流り
ゅ
う
り
た
ん

離
譚
」

長
州
砲
の
一
般
公
開

　幕末の 1864 年、長州藩が英仏蘭米
の四国連合艦隊に敗れた下関戦争で、
イギリス軍が戦利品として持ち帰った
大砲。イギリスの王立大砲博物館所蔵。
　長州砲は青銅製で、長さ 185.9㎝、
口径 8.8㎝、重さ約１ｔ。長州藩を代
表する鋳

い も じ

物師・郡
ぐ ん じ

司喜
き へ い じ

平治が、1844
年に旧松本村（無田ヶ原）の「郡司
鋳
ちゅうぞうしょ

造所」で製造した和式大砲で、一
貫目玉（3.75㎏）を発射できるもので
した。

長州砲

を
06
年
に
出
版
。

【
第
二
部
】
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
萩
へ
里
帰
り
し
た
長
州
砲
」（
午
後
３
時
〜
）

［
パ
ネ
ラ
ー
］　

郡
司
健
（
大
阪
学
院
大
学

教
授
）、
村
上
隆
（
京
都
国
立
博
物
館
保

存
修
理
指
導
室
長
）、
小
川
亜
弥
子
（
福

岡
教
育
大
学
教
授
）

■
参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
午
後
１
時
30
分
か
ら
講
座
室
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
除
幕
式
な
ど
セ
レ
モ

ニ
ー
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

８
月
の
明
治
維
新
１
４
０
年
記
念
事
業

■
萩
市
・
白
河
市
交
流
事
業

○
白
河
踊
り
レ
セ
プ
シ
ョ
ン　

▽
８
月
23
日（
土
）

午
後
３
時
〜
６
時　

▽
市
民
館

○
萩
ふ
る
さ
と
づ
く
り
盆
踊
り
大
会　

▽
８
月
23
日（
土
）　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時　

▽
明
倫
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
萩
・
維
新
塾
キ
ッ
ズ
▽
８
月
25
日（
月
）〜
28
日（
木
）　

▽
松
下
村
塾
、
萩
博
物
館
ほ
か
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10
月
に
施
行
す
る
「
萩
市
屋
外
広
告
物
等
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、

市
全
域
を
屋
外
広
告
物
が
掲
出
で
き
な
い
「
禁
止
地
域
」
と
、
基
準

に
適
合
し
市
長
の
許
可
を
得
て
掲
出
で
き
る
「
許
可
地
域
」
の
い
ず

れ
か
に
指
定
し
ま
す
。

禁
止
地
域
は
、
一
般
広
告
物
は
禁
止
し
ま
す
が
、
自
家
用
広
告
物
は

許
可
基
準
に
適
合
す
れ
ば
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
、
禁
止
地
域
の
区
分
お
よ
び
自
家
用
広
告
物
の
許
可
基
準
、

許
可
申
請
が
不
要
な
自
家
用
広
告
物
の
基
準
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

（
６
月
15
日
号
で
条
例
の
概
要
、
７
月
15
日
号
で
許
可
地
域
の
区
分

お
よ
び
許
可
基
準
、
許
可
期
間
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
な
み
対
策
課
（
２
５・３
６
４
７
）

■禁止地域の一般広告物
　既に禁止地域に指定されている地域およ
び新たに禁止地域に指定された地域に設置
している一般広告物については、速やかに
撤去していただくようお願いします。
■現在設置している広告物
　既に設置している禁止地域の自家用広告
物および許可地域の広告物については、新
しい基準に適合していなくても、当分の間
は許可申請をすることにより、そのまま設
置できます。
■屋外広告物の許可申請
　現在設置している広告物（禁止地域の一
般広告物を除く）の許可申請については、
新しい基準に適合している広告物も含め、
すべて必要になります。来年１月頃に設置
者の方に申請書を送付する予定ですので、
その際は手続きをお願いします。

○自家用広告物　自己の氏名、名称、店名、商標、または自己の事業・営業の内容
　を表示するため、自己の住所、事業所やその敷地内に表示する広告物
○一般広告物　自家用広告物以外の広告物（自己の店舗や事業所がない場所に設置
　する看板や広告板等）

が変わります！

区　分 地　区

第１種禁止地域 ◦伝統的建造物群保存地区（堀内地区、平安古地区、浜崎地区）
◦文化財指定された建造物の敷地等

第２種禁止地域

◦歴史的景観保存地区（堀内地区、今魚店地区、東光寺およ
　び吉田松陰誕生地周辺地区、大照院周辺地区、藍場川およ
　び藍場川周辺地区、南明寺境内および参道地区、藍玉座跡
　土塀地区）
◦都市公園等

第３種禁止地域 都市景観形成地区（土原新川線沿線地区、大屋土原線沿線地区）

第４種禁止地域

◦景観形成地区（外堀と史跡萩城城下町の間の区域周辺、松
　陰神社周辺、佐々並支所周辺の半農宿場町集落、旭総合事
　務所周辺の半農宿場町集落、江崎漁港周辺の漁村集落、須
　佐山根地区の歴史的集落）
◦風致保安林
◦主要道路沿線・鉄道とその周辺 ※１
◦東萩駅前広場
◦公共施設
◦主要な交差点 ※２

第５種禁止地域 第一種低層住居専用地域（堀内・平安古・城東・河添・川島・上
野・椎原地区等　※一部対象外）

※１　萩・三隅道路、国道 191 号（市街地を除く）・262 号・315 号・490 号、
　　　県道萩篠生線・萩津和野線・萩秋芳線、山陰本線とこれらの両側 100 ｍの
　　　地域（道路に接続する家屋連たん 10 戸以上（注）の区間を除く）
※２　川内地区の国道 191 号の主要４交差点（御許町交差点、警察署前交差点、
　　　弘法寺前交差点、萩橋西詰交差点）

（注）家屋連たんとは、家屋と家屋が隣接していることで、家屋と家屋が離れている
　　場合や家屋の間に畑や駐車場などの空き地がある場合、道路や線路の片側のみ
　　の場合は、家屋連たんとは見なしません。

禁止地域の区分 ５種類に区分し、地域ごとに許可基準を設定しています。

許可申請が不要な自家用広告物の基準

第１種・第２種禁止地域 第３種～第５種禁止地域・許可地域

建植広告物 —

高さ：5 ｍ以下
面積：一面 2.25㎡以下
　　　（原則として縦長の長方形）
数量：1 事業所あたり 1 個

壁面広告物

面積：1㎡以下。原則とし
　　　て縦 1 ｍ以下、横
　　　1 ｍ以下
数量：意匠および広告文
　　　が同一のものは 1
　　　壁面に 1 つ

面積：2㎡以下。原則として縦 1 ｍ以
　　　下、横 2 ｍ以下
数量：意匠および広告文が同一のも
　　　のは 1 壁面に 1 つ

突出広告物 —

数量：建築物一棟に対して 1 個
突出幅：0.5 ｍ以下
面積：一面 0.5㎡以下。原則として縦
　　　1 ｍ以下

禁止地域でも許可申請により設置できる一般広告物

第４・５種禁止地域 第５種禁止地域

自己の住所または事業所等へ誘導する
ため表示するもの

電柱、街灯柱を利用し表示するもの

10月から

屋外広告物制度

シリーズ…屋外広告物制度③
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区分 第１種禁止地域 第２種禁止地域 第３種禁止地域 第４種禁止地域 第５種禁止地域

共

通

基

準

表示できる広告
物の数量・合計
表示面積等
（旗、のぼり、
アーチ広告類を
除く）

形態：四角形を基調とし（箱文字の場合を除く）、歴史的風致と調和し、奇抜なものでないこと。
種類：2 種類以下
　　　（1 種類 1 個）
材質：原則、自然材料ま
　　　たは伝統材料等と
　　　する。
※伝建地区は、各保存地
　区の保存計画の基準、
　その他の地区は、文化
　財保護法および文化庁
　の基準に従うこと。

種類：2 種類以下
　　　（1 種類 1 個）
合計表示面積：3㎡以下

種類：2 種類以下 種類：2 種類以下

合計表示面積：10㎡以下

色　彩
（蛍光塗料は使
用禁止）

地　色：共通基準※
文字等：赤色、黄色は使
　　　　用禁止
材　質：自然材料または
　　　　伝統材料等の素
　　　　材の風合いを生
　　　　かし、できるだ
　　　　け着色しない。

地　色：共通基準※
文字等：赤色、黄色は使
　　　　用禁止

地　色：共通基準※および緑色、青緑色、青色、青紫色、紫色で、光沢のないもの。
　　　  赤色、橙色、黄色は使用禁止
文字等：赤色、黄色を使用する場合、その面積は、個々の屋外広告物等の面積
　　　　に対して 20/100 以下。原則として彩度 8 以下

※地色の共通基準：白色、ねずみ色、黒色、アイボリー、淡いクリーム色、ベージュ色、白茶色、こげ茶色、またはこれらの同系色とし、光沢のないもの
照　明 直接照明は不可 直接照明のうち、ネオン、可変表示式、可動式照明は不可。

個

別

基

準

建植広告物
（1事業所あた
り1個）

※伝建地区は、各保存地
　区の保存計画の基準、
　その他の地区は、文化
　財保護法および文化庁
　の基準に従うこと。

高さ：4 ｍ以下
面積：一面 0.75㎡以下。
　　　原則として縦 1.5
　　　ｍ以下、横 0.5 ｍ
　　　以下

高さ：建築物の壁面の高
　　　さ以下で 10 ｍ以
　　　下（高さ 6 ｍ以下
　　　の 1 階建て建築物
　　　に付随する場合は
　　　6 ｍ以下）
面積：一面 10㎡以下（2
　　　店舗以上が共同で
　　　建てる場合は、一
　　　面 15㎡以下）

高さ：建築物の壁面の高さ以下で 5 ｍ以下
面積：一面 3㎡以下

壁面広告物
（意匠および広
告文が同一のも
のは1壁面に
1つ）

高さ：建築物の壁面の
　　　高さ以下
※伝建地区は、各保存地
　区の保存計画の基準、
　その他の地区は、文化
　財保護法および文化庁
　の基準に従うこと。

高さ：建築物の壁面の
　　　高さ以下
面積：2㎡以下。原則と
　　　して縦 1 ｍ以下、
　　　横 2 ｍ以下

高さ：建築物の壁面の高
　　　さ以下で 13 ｍ〜
　　　16 ｍ以下
面積：建築物の間口の広
　　　さによって、広告物
　　　の縦、横の長さが
　　　異なります。
　　　（例：間口 5 ｍから
　　　10 ｍの場合：縦 1
　　　ｍ以下、横（正面）
　　　間口の 70％以下、
　　　横（その他の面）間
　　　口の 35％以下）

高さ：建築物の壁面の
　　　高さ以下
面積：3㎡以下。原則と
　　　して縦 1 ｍ以下、
　　　横 3 ｍ以下

高さ：建築物の壁面の
　　　高さ以下
面積：6㎡以下。原則と
　　　して縦 2 ｍ以下、
　　　横 3 ｍ以下

突出広告物
（建築物一棟に
対して1個）

※伝建地区は、各保存地
　区の保存計画の基準、
　その他の地区は、文化
　財保護法および文化庁
　の基準に従うこと。

突出幅：0.5 ｍ以下
高　さ：壁面の高さ以下
　　　　で、10 ｍ以下
大きさ：一面 0.5㎡以下、
　　　　原則として縦 1
　　　　ｍ以下

突出幅：1 ｍ以下
高　さ：壁面の高さ以下で、10 ｍ以下
大きさ：原則として縦 3 ｍ以下（2 者以上のときは、1 事業所 1.5 ｍ以下）

屋上広告物 不　可

はり紙・はり札類
（1枚あたり1
㎡未満）

数量：同一内容のもの　
　　　は、1か所（1壁面）
　　　1枚
高さ：壁面広告物の基準

数量：同一内容のものは、1 箇所（１壁面）2 枚以下　　
高さ：壁面広告物の基準

立看板類
縦：1.5 ｍ以下
横：0.7 ｍ以下
脚部の長さ：0.5 ｍ以下

縦：2 ｍ以下
横：1 ｍ以下
脚部の長さ：0.5 ｍ以下

横断幕 縦：1 ｍ以下　　横：10 ｍ以下　　高さ：壁面広告物の基準　　数量：1 壁面に 1 個
懸垂幕 縦：6 ｍ以下　　横：1.5 ｍ以下　　高さ：壁面広告物の基準　　数量：1 壁面に 1 個

旗 縦：5 ｍ以下　　横：1 ｍ以下　　  間隔：道路沿線は相互の間隔を 10 ｍ以上
のぼり 高さ：2 ｍ以下　横：1 ｍ以下　　  面積：1 本あたり 2㎡以下　 間隔：道路沿線 4 個以上は相互の間隔を 5 ｍ以上

アーチ広告類 不　可 表示面積：10㎡以下
気球広告 不　可

禁止地域の自家用広告物の許可基準
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科
目
等
履
修
制
度
と
は
、
市
民
の
方

に
大
学
教
育
を
受
け
る
機
会
を
広
げ
る
た

め
、
大
学
の
授
業
科
目
の
一
部
が
受
講
で

き
る
制
度
で
、
希
望
に
よ
り
単
位
修
得
も

で
き
ま
す
。

■
履
修
期
間　

９
月
22
日
（
月
）
〜
平
成

21
年
１
月
30
日
（
金
）

■
出
願
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

に
向
け
て
の
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、
平
成
19
年
に
「
萩
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
市
の
施
策
等
の
立
案
お

よ
び
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
画
の
推
進

を
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
女
性
に
対
し
て
積
極
的
な
参

画
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
も
の
で
、

審
議
会
等
へ
の
女
性
登
用
率
を
平
成
23

年
度
末
ま
で
に
33
・
３
％
に
す
る
具
体

的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
現
在
で
審
議
会
等
へ

の
女
性
登
用
率
は
32
・
６
％
で
、
昨
年

の
31
・
５
％
を
1.1
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
は
、
雇
用
や

管
理
職
へ
の
女
性
登
用
が
依
然
低
く
、

女
性
が
更
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
積
極
的

に
参
画
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
自
ら
が
参
画
へ
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
研
修
会
等
の
学
習
機
会
を

提
供
し
、
女
性
自
身
の
意
識
を
高
め
、

個
人
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方

○
通
常
の
課
程
に
よ
る
12
年
の
学
校
教
育

を
修
了
し
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
学
校

教
育
を
修
了
し
た
方

○
山
口
福
祉
文
化
大
学
が
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
方
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
た
方

■
授
業
料　

無
料
（
単
位
修
得
が
必
要
な

方
は
１
単
位
に
つ
き
２
万
円
必
要
）

■
資
料
代　

１
科
目
３
０
０
０
円

■
出
願
手
続　

次
の
出
願
書
類
を
山
口
福

祉
文
化
大
学
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
科
目
等
履
修
生
願
書
（
大
学
所
定
）

○
写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
。
無
背

景
で
最
近
３
か
月
以
内
に
撮
影
の
も
の
。

裏
面
に
氏
名
を
記
入
）

※
写
真
は
、
１
枚
を
願
書
の
写
真
貼
付
欄

に
貼
付
し
、
他
の
１
枚
を
出
願
書
類
と
一

緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
単
位
修
得
が
必
要
な
方
は
、
出
願
資
格

を
証
明
す
る
書
類
（
最
終
学
校
卒
業
証
明

書
・
大
学
入
学
資
格
検
定
試
験
合
格
証
明

書
等
）

○
外
国
人
の
方
は
、
他
に
外
国
人
登
録
済

証
明
書
（
写
）
な
ど
在
留
資
格
を
証
明
す

る
書
類

■
出
願
受
付
期
間　

８
月
18
日
（
月
）
〜

29
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
申
し
込
み

山
口
福
祉
文
化
大
学
（
２
４
・
４
０
１
２
、

http://w
w

w
.hagi.ac.jp/

）

山口福祉文化大学 科目等履修生を募集します
■対象科目・授業時間

男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー

科目 講義内容 担当教員 曜日 時間

高齢者福
祉工学Ⅱ

人が生活する住まいについて、生活者
の視点に立って設計に必要な要素・技
術など事例を用いて学習します。

平田勉

月

10：30
〜12：00

（２講時）

病理学
病気のなりたちの基礎、体の中で起こ
る様々な生体反応について、系統的に
学びます。

高内克彦
14：25

〜15：55
（４講時）

健康スポ
ーツ論

人体諸器官の機能と運動との関連、ト
レーニングと体力、メンタルヘルスな
どに関して概説します。

若山裕
ひろあき

晃

火

8：50
〜10：20

（１講時）

木質構造 木質構造の材料・構法・構造・加工・
施行・計画の基本を学びます。 多賀直

なおつね

恒
12：45

〜14：15
（３講時）

Ｑ　
「
参
加
」
と
「
参
画
」
は
ど
う
違

う
の
で
す
か
？

Ａ　
「
参
画
」
は
、
単
な
る
参
加
で
は

な
く
、
よ
り
積
極
的
に
意
思
決
定
過
程

に
加
わ
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

自
分
の
意
思
を
持
ち
、
そ
れ
を
伝
え

る
こ
と
が
「
参
画
」
の
始
ま
り
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
意

思
決
定
の
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を

十
分
に
理
解
し
、
積
極
的
に
携
わ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進

室
（
２
５
・
３
３
７
３
）

女
性
登
用

質
問
コ
ー
ナ
ー
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５年女子40kg級

（
８
月
24
日 

静
岡
県
）

柔道

全
国
小
学
生

学
年
別
柔
道
大
会

穴井良
み さ と

怜
（椿西小５年）

少林寺ファッション

［団体演武］　萩市少林寺拳法協会
前列左から三好隼人（萩西中２年）、上田祐

ゆ う き

輝、
小
こぐち

口時
よしふみ

史（以上萩東中３年）、後列左から蒔
まきた

田将
まさひろ

大（萩
西中１年）、阿部高

た か し

志、岡凌
りょうた

太（以上越ヶ浜中２年）
［単独演武］　三好隼人（萩西中２年）

全
国
中
学
生
少
林
寺
拳
法
大
会

（
８
月
23
〜
24
日 

香
川
県
）

奈古高校（３年）
左から伊藤遼

は る な

奈（須佐中出身）、山本亜
あ ゆ み

佑美（越
ケ浜中出身）、柴田明

あ き な

奈（福栄中出身）

（
８
月
24
日 

青
森
県
）

全
国
高
等
学
校
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

選
手
権
大
会
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
）

1・2年生男子の部
木原龍

た つ や

哉
（明木小２年）

（
８
月
15
〜
17
日 

熊
本
県
）

全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

バドミ
ントン

（
８
月
29
〜
30
日 

東
京
都
）

陸上

全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会

南
の う の と も み

野智美
（明倫小６年）

小学女子ソフトボール投げ

柔道

［男子団体］　萩東中柔道部
前列左から岡伸

のぶまさ

昌、木村翔
しょうま

真、古屋大
ひ ろ き

樹（以上３年）、後列左か
ら山本晃

こうき

己（２年）、和田直也、戸川将
しょうご

吾、三浦健
た け る

人（以上３年）
［個人の部］　男子90kg級　和田直也（萩東中３年）
　　　　　  男子60kg級　木村翔真（萩東中３年）

［女子団体］　萩東中柔道部
前列左から穴井康

し ず な

那、東
ひがしの

野華
か な

菜（以上３年）、土井雅子（１
年）、後列左から顧問中村先生、穴井優

ゆ う み

湖（１年）
［個人の部］　女子 57kg 級　土井雅子（萩東中１年）

全国大会入賞
おめでとう

世
良
昂こ
う
や弥
（
萩
商
工
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会

４
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
５
位

（
８
月
19
〜
22
日 

石
川
県
）

全
国
中
学
校
柔
道
大
会

３
年
連
続
ア
ベ
ッ
ク
出
場
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大
事
な
こ
と
は
、
心
電
図
異
常
で
再
検

査
を
す
す
め
ら
れ
た
ら
病
院
へ
行
っ
て
み

る
こ
と
で
す
。
病
院
で
は
、
症
状
、
持
病
、

生
活
習
慣
な
ど
を
聞
い
た
り
、
身
体
所
見

を
と
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
再
度
、
心

電
図
の
検
査
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
ら
の
情
報
を
統
合
し
、
問
題
の
心
電

図
所
見
と
突
き
合
わ
せ
て
初
め
て
、
そ
の

心
電
図
異
常
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

の
か
、
病
気
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。
心
電
図
異
常

を
指
摘
さ
れ
た
ら
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、

ま
ず
は
病
院
を
受
診
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
電
図
と
は

　

心
臓
は
一
定
の
リ
ズ
ム
で
伸
び
縮
み
し

て
全
身
に
血
液
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
リ
ズ
ム
は
心
臓
の
中
を
走
る
「
電
気

信
号
」
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の

「
電
気
信
号
」
を
体
の
表
面
か
ら
記
録
し

た
も
の
が
心
電
図
で
す
。

心
電
図
で
わ
か
る
こ
と

　

正
常
の
心
電
図
に
は
一
定
の
波
形
が
あ

り
、こ
れ
と
異
な
る
波
形
で
あ
れ
ば
異
常
、

萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

37

心
電
図
異
常
と
い
わ
れ
た
ら

と
診
断
さ
れ
ま
す
。
検
診
で
よ
く
見
ら
れ

る
異
常
を
い
く
つ
か
示
し
ま
す
。

①
リ
ズ
ム
の
異
常
（
不
整
脈
）

　

心
臓
へ
送
ら
れ
る
電
気
信
号
が
一
定
の

リ
ズ
ム
で
な
い
、
つ
ま
り
「
不
整
脈
」
で

す
。
不
整
脈
と
い
っ
て
も
、
洞

ど
う
せ
い性
不
整

脈
、
期き

が

い外
収し

ゅ
う
し
ゅ
く

縮
、
心し

ん
ぼ
う
さ
い
ど
う

房
細
動
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
放
っ
て
お
い
て
心
配
の
な
い

も
の
か
ら
治
療
が
必
要
な
も
の
ま
で
様
々

で
す
。

②
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
、
左
脚
ブ
ロ
ッ
ク

　

電
気
信
号
の
通
り
道
の
途
中
で
電
気
の

通
り
が
悪
く
な
る
と
見
ら
れ
る
異
常
で

す
。
放
っ
て
お
い
て
大
丈
夫
な
場
合
が
多

い
で
す
が
、
心
臓
病
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

③
心
臓
肥
大

　

心
電
図
で
「
心

し
ん
ぞ
う臓
肥ひ

だ

い大
」
を
指
摘
さ
れ

る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
や
せ
て
い
る

人
で
は
心
臓
肥
大
が
な
く
て
も
そ
れ
を
疑

う
波
形
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
臓

肥
大
を
起
こ
す
疾
患
は
高
血
圧
、弁
膜
症
、

医師：原田 希
のぞむ

萩市民病院

心
筋
症
な
ど
で
す
。

④
Ｓ
Ｔ
低
下
、
Ｔ
波
異
常

　

こ
の
所
見
は
狭

き
ょ
う
し
ん
し
ょ
う

心
症
、
心

し
ん
き
ん筋

梗こ
う
そ
く

塞
、

心し
ん
き
ん
し
ょ
う

筋
症
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

健
康
な
中
年
女
性
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

心
電
図
の
限
界

　

健
康
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
心
電

図
異
常
を
き
っ
か
け
に
心
臓
病
が
見
つ

か
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
一
方

で
「
心
電
図
は
異
常
だ
け
ど
、
心
臓
は
悪

く
な
い
で
す
よ
」
と
い
わ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
心
電
図
は
た
か
だ
か
10
数

秒
程
度
の
記
録
で
す
の
で
、
不
整
脈
を
お

持
ち
で
も
そ
の
時
に
た
ま
た
ま
不
整
脈
が

出
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
に
心
電
図
の
み
で
心
臓
の

状
態
を
見
極
め
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

心
電
図
の
意
義

専門：内科・循環器科

検
診
で
「
心
電
図
異
常
」
を
指
摘
さ
れ
、
心
配
に
な
ら
れ
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

心
電
図
異
常
＝
心
臓
病
が
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、実
際
に
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
ず
、心
臓
病
は
無
い
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
え
ま
す
。
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今
回
で
３
回
目
と
な
る
「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
語
学
研
修
」
に
参
加
す

る
５
人
の
出
発
式
が
７
月
26
日
、
萩
博

物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
24
人
の
応
募
者
の
中
か

ら
選
ば
れ
た
河
村
帆ほ

な

み
奈
実
さ
ん
（
越
ヶ

浜
中
３
年
）、
田
村
里り

か佳
さ
ん
、
中
司

優ゆ

り里
さ
ん
、
成
松
采こ
と
み実
さ
ん
、
松
田

奨し
ょ
う
へ
い
平
さ
ん
（
以
上
萩
東
中
３
年
）。
出

発
に
際
し
て
５
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語

で
「
イ
ギ
リ
ス
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
帰
り
た
い
」「
萩
の
代
表
と
し
て
頑

張
っ
て
き
た
い
」「
た
く
さ
ん
の
知
識

を
身
に
つ
け
て
帰
っ
て
き
ま
す
」
な
ど

研
修
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

５
人
は
、８
月
11
日
ま
で
の
16
日
間
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ロ
ー
ウ
ェ

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア 

イ
ギ
リ
ス
研
修
」に
出
発

　

７
月
20
日
に
、
姥
倉
運
河
（
椿

東
）
で
、
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
救
助

し
た
（
写
真
左
か
ら
）
柴
田
孝た
か
は
る

治
さ

ん
、
小
林
德と
く
ぞ
う
三
さ
ん
、
村
木
保
雄
さ

ん
（
い
ず
れ
も
椿
東
）
に
、
８
月
６

日
、
消
防
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

萩
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

市
民
か
ら
消
費
生
活
に
関
す
る
意
見
や

要
望
を
聞
き
、
こ
れ
を
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
昭
和
47
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
今
年
も
10
人
が
委
嘱
さ
れ
、
来
年

３
月
ま
で
消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
提

供
、研
修
会
へ
の
参
加
等
を
行
い
ま
す
。

◆
今
年
度
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

小
松
順
子（
椿
）、
島
田
朝
子（
平
安
古

町
）、
水
津
登
志
子（
大
井
）、
楊
井
雅

子（
椿
東
）、
横
山
敦
子（
川
上
）、
村
中

京
子（
江
崎
）、熊
野
二ふ

み

え
美
枝（
吉
部
上
）、

原
田
好み
さ
と里（

須
佐
）、淺
田
弘
美（
明
木
）、

森
田
敦
代（
黒
川
）

◆
市
民
活
動
推
進
課
内
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
２
５
・
３
３
７
３
）

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た

　

７
月
６
日
に
、
須
佐
湾
の
海
水
浴

場
で
、
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
救
助
し

た
（
写
真
左
か
ら
）
上
土
井
誠
さ
ん

（
山
口
市
）、石
坪
政
則
さ
ん
（
土
原
）、

岩
本
孝
子
さ
ん
（
須
佐
）
に
、
７
月

16
日
、
消
防
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

消防長感謝状贈呈
水難における

人命救助活動

イ
カ
レ
ッ
ジ
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で

英
語
レ
ッ
ス
ン
に

参
加
す
る
ほ
か
、

長
州
フ
ァ
イ
ブ
ゆ

か
り
の
地
を
訪
問

し
ま
す
。
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７
月
13
・
26
・
27
日
、
市
長
、
副
市
長
ほ

か
１
８
４
人
の
市
職
員
が
、
む
つ
み
、
福
栄
、

田
万
川
、
須
佐
地
域
で
住
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
市
道
等
の
草
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。
世
帯
減
少
や
高
齢
化
な
ど
で
地
域
活

動
が
困
難
と
な
っ
た
自
治
会
の
要
望
に
応
え

た
も
の
で
、
全
地
域
あ
わ
せ
て
延
べ
7.8
㎞
の

広
範
囲
に
渡
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
１
時
間
程
度
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
市
道
等
も
き
れ
い
に
な
り
全
員
気
持
ち

の
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

　

水
力
発
電
施
設
周
辺
の
市
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
受

け
、
平
成
19
年
度
に
萩
・
川
上
・
旭
地
域
で
、

次
の
と
お
り
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

▼
環
境
衛
生
機
械
整
備
事
業
（
萩
）　

▽
塵

芥
収
集
車
（
２
ｔ
車
・
１
台
）
の
整
備　

▽

事
業
費
５
０
２
万
１
０
０
０
円
（
う
ち
交
付

金
４
５
０
万
円
）

▼
市
道
大
藤
荒
谷
線
道
路
舗
装
事
業
（
川

上
）　

▽
舗
装
延
長
８
４
０
ｍ　

▽
事
業

費
９
２
３
万
３
０
０
０
円
（
う
ち
交
付
金

８
３
９
万
９
０
０
０
円
）

▼
可
搬
型
発
電
機
整
備
事
業
（
旭
）　

▽
可

搬
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
（
60

Ｋ
Ｖ
Ａ
・
１
台
）
の
整
備　

▽
事
業
費

１
４
６
万
円
（
う
ち
交
付
金
１
４
６
万
円
）

▼
循
環
型
資
源
等
運
搬
車
輌
整
備
事
業（
旭
）

▽
ト
ラ
ッ
ク（
２
ｔ
車
・
１
台
）
の
整
備　

▽
事
業
費
２
１
３
万
７
０
０
０
円（
う
ち
交

付
金
２
１
０
万
３
０
０
０
円
）

　

萩
市
河
川
海
岸
等
一
斉
清
掃
は
、
毎
年
萩

市
環
境
美
化
週
間
に
合
わ
せ
７
月
の
第
２
日

曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
萩
を
、
私
た
ち
の
手
で
き
れ
い

に
す
る
と
い
う
趣
旨
で
、
旧
萩
市
で
は
約
40

年
前
か
ら
市
民
総
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
、市
内
全
域
で
一
斉
に
行
わ
れ
、

活
動
場
所
は
約
55
か
所
、
総
延
長
80
㎞
に
お

よ
び
、
約
１
万
８
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
、
萩
市
挙
げ
て
の
、
日
本
一
の
清
掃
活

動
と
言
え
ま
す
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に 

河
川
海
岸
等
一
斉
清
掃

皆さんのおかげで三見川もきれいに

　

道
の
駅
・
う
り
坊
の
郷
ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｔ

ａ
（
下
瀬
進
会
長
）
が
、
６
月
、
農
林
水
産

省
主
催
の
「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
59
団
体
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

有
害
獣
の
イ
ノ
シ
シ
を
逆
手
に
と
り
観
光

資
源
に
活
用
し
、
こ
だ
わ
り
の
地
産
地
消
に

取
り
組
む
な
ど
、
生
涯
現
役
で
「
元
気
な
片

俣
」
を
創
ろ
う
と
地
域
を
挙
げ
て
の
活
動
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

う
り
坊
の
郷さ
と

ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｔ
ａ
が

「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」

に
選
定
！

むつみ

〜
元
気
な
片
俣
を
創
ろ
う
〜

　

７
月
27
日
、菊
ヶ
浜
海
水
浴
場
で「
萩
・

菊
ヶ
浜
砂
の
芸
術
祭
」が
開
催
さ
れ
、50

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
カ
ヌ
ー
競
技
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
な
ど
多
彩
な
作
品
が

砂
で
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

砂
の
芸
術
祭
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萩

須
佐
夏
ま
つ
り

須
佐

　

萩
の
夏
の
風
物
詩
「
萩
夏
ま
つ
り
」
が
、

８
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
住
吉
神
社
や
吉

田
町
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
、
延
べ
11
万
人

の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
明
治

維
新
１
４
０
年
を
記
念
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
“
み
ん
な
来
て 

維
新
の
ま
ち
の 

夏
ま
つ
り
”。

　

１
日
は
菊
ヶ
浜
海
岸
で
、
萩
・
日
本
海
大

花
火
大
会
が
開
か
れ
、
約
７
０
０
０
発
の
花

火
が
夏
の
夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
は
吉
田
町
通
り
で
市
民
総
踊
り
の
ヨ

イ
シ
ョ
コ
シ
ョ
パ
レ
ー
ド
と
、
今
年
か
ら

踊
り
が
新
し
く
な
っ
た
ト
コ
ト
ン
ヤ
レ
節
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
は
県
無
形
文
化
財
の
お
船ふ
な
う
た謡
が
披
露

さ
れ
、
住
吉
み
こ
し
や
踊
り
車
が
通
り
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
浴
衣
美
人
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
夏
ら
し
い
浴
衣
姿
の
皆
さ
ん
が
、
暑
い

夏
の
夜
を
さ
わ
や
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

萩
夏
ま
つ
り

　

７
月
25
日
と
26
日
の
両
日
、
須
佐

夏
ま
つ
り
（
祗
園
祭
り
）
が
行
わ
れ
、

祗
園
車
が
巡
行
し
、
市
中
各
所
で
子

ど
も
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

28
日
の
須
佐
湾
大
花
火
大
会
で

は
、
約
５
３
０
０
発
の
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た

須
佐
湾
に
迫
力
あ
る
音
が
響
き
ま
し

た
。

　

ま
た
須
佐
出
身
で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ワ
ン

ピ
ー
ス
」
の
主
題
歌
な
ど
を
歌
う
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
歌
手
、き
た
だ
に
ひ
ろ
し
さ
ん
（
39
歳
）

の
凱
旋
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
お
か

え
り
〜
」
と
い
う
温
か
い
声
援
に
応
え
て
、

自
ら
が
作
詞
・
作
曲
し
た
「
男み
こ
と命

い
か
の
唄
」

を
熱
唱
し
、花
火
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
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山
口
県
最
大
の
桃
の
産
地
で
あ
る
小
川
地

区
で
、
小
川
育
桃
会
（
高
津
聡
部
会
長
）
が

栽
培
し
て
い
る
「
サ
ン
ピ
ー
チ
」
の
出
荷
が

７
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

サ
ン
ピ
ー
チ
は
、
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い

浴
び
て
育
っ
た
桃
で
、
色
が
赤
く
、
甘
く
て

日
持
ち
が
い
い
の
が
特
徴
。
育
桃
会
は
今
年

で
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
現
在
は
10
戸
で
９

ha
を
栽
培
し
、
80
ｔ
の
出
荷
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 小

川
の
桃

「
サ
ン
ピ
ー
チ
」出
荷

　

３
ha
の
段
々
畑
に
10
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
そ
ろ
っ
た
高
佐
下
の
伏ふ
す
ま
や
ま

馬
山
山
麓
で
、

７
月
27
日
、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

広
島
県
か
ら
来
た
人
、「
迷
い
な
が
ら
な

ん
と
か
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」
と
言
う
人
な

ど
、
ひ
ま
わ
り
を
バ
ッ
ク
に
笑
顔
で
記
念
撮

影
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
子
ど
も
、
愛
犬
と
一
緒

に
散
歩
を
す
る
人
な
ど
、
暑
い
夏
に
咲
く

ひ
ま
わ
り
が
た
く
さ
ん
の
人
を
呼
び
寄
せ
ま

す
。 笑

顔
が
咲
い
た
よ 

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

井
上
康こ
う
せ
い生
さ
ん 

柔
道
教
室

　

７
月
21
日
、
山
口
県
柔
道
協
会
萩
支
部
主

催
に
よ
り
萩
武
道
場
で
開
催
さ
れ
、
シ
ド

ニ
ー
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
井
上
康
生
さ
ん

が
招
待
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

柔
道
教
室
で
は
、
井
上
さ
ん
が
技
の
披
露

や
指
導
、
国
体
強
化
選
手
と
の
か
か
り
稽
古

な
ど
を
行
い
、
参
加
者
は
熱
の
こ
も
っ
た
指

導
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

柔
道
は
、
２
０
１
１
年
山
口
国
体
で
、
萩

市
民
体
育
館
が
会
場
と
な
り
ま
す
。

日ひ
の
く
ま隈
旗
争
奪
萩
近
郷
柔
道
大
会

「
メ
ロ
ン
大
使
」出
荷
始
ま
る

　

７
月
15
日
、
メ
ロ
ン
産
地
で
知
ら
れ
る
、

紫
福
・
吉
部
地
区
で
、
夏
ど
り
メ
ロ
ン
「
メ

ロ
ン
大
使
」
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ロ
ン
大
使
を
栽
培
し
て
い
る
あ
ぶ
施
設

園
芸
生
産
部
会
（
金
田
忠
雄
部
会
長
）
は
、

昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
気
候
を
活
か
し

て
、
１
株
１
果
ど
り
の
高
糖
度
・
大
玉
メ
ロ

ン
の
生
産
に
取
り
組
み
、
23
戸
で
2.2 

ha
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。「
梅
雨
が
例
年
よ
り
早
く

明
け
、
そ
の
後
好
天
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
糖

度
が
高
い
メ
ロ
ン
が
で
き
た
」
と
金
田
部
会

長
。
贈
答
用
な
ど
宅
配
を
主
力
と
し
て
販
売

さ
れ
、
60
ｔ
の
出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

メロンをほおばる紫福保育園児 まるで大きな口を開けて歌っているよう♪♪

むつみ福栄

田万川
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７
月
20
日
、
長
小
野
里
山
フ
ィ
ー
ル
ド
で

里
山
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ま
ぐ
ち
昆
虫
楽
会
に
よ
る
「
昆
虫
教

室
」、
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
が
も
ら
え
る
昆
虫
ク

イ
ズ
、
ア
マ
ゴ
や
ア
ユ
２
３
０
匹
の
つ
か
み

ど
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
紙
粘
土
で
カ
ブ
ト
ム
シ
の

ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
と
お
や
つ
づ
く
り
に
分
か

れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
山

口
市
な
ど
か
ら
２
０
４
人
も
の
参
加
者
が
あ

り
、
い
つ
も
は
静
か
な
里
山
に
元
気
な
子
ど

も
た
ち
の
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
も
お
い
で
よ
！ 

長
小
野
里
山
交
流
会

お昼にはそうめん流し

　

福
島
県
会
津
若
松
市
の
ア
イ
ヅ
・
リ
ー
ダ

ー
ズ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（
Ａ
Ｌ
Ａ
）
の

中
高
生
18
人
が
、
８
月
２
・
３
日
、
萩
市
を

訪
れ
、
萩
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と

交
流
し
ま
し
た
。
一
行
は
、
白
虎
隊
士
自
刃

の
場
面
が
描
か
れ
た
石
版
画
が
掲
げ
て
あ
る

火
除
け
地
蔵
堂（
唐
樋
町
）
見
学
や
、
萩
焼

体
験
、
松
陰
神
社
見
学
・
清
掃
を
行
い
、
交

流
会
で
白
虎
隊
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ａ
の
小
柴
忠
雄
会
長
は
「
両
市
の
間

に
は
歴
史
的
な
問
題
が
あ
る
が
、
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ
萩
を
見
て
い
て
ほ
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
津
若
松
の
中
高
生
と
交
流

　

須
佐
地
域
の
主
要
水
産
物
ケ
ン
サ
キ
イ
カ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
第
10
回
須
佐

男
命
い
か
祭
り
」
が
７
月
27
日
、
須
佐
漁
港

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
活
い
か
販
売
や
す
る
め
干
し

体
験
、
一
般
公
開
せ
り
市
、
男
命
い
か
・
マ

ダ
イ
レ
ー
ス
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、

新
鮮
な
い
か
や
魚
を
求
め
て
周
南
か
ら
の
バ

ス
ツ
ア
ー
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

須
佐
漁
港
で
は
、
須
佐
一
本
釣
り
船
団
に

よ
る
活
い
か
の
直
売
市
が
、９
月
28
日
（
日
）

ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
８
月
16
、
17
日

を
除
く
）
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

須
佐
男み
こ
と命
い
か
祭
り

　

平
成
11
年
に
開
国
し
て
今
年
で
10
年
目
を

迎
え
た
「
む
つ
み
昆
虫
王
国
」
で
は
、
県
内

を
は
じ
め
、
中
国
地
方
や
九
州
か
ら
多
く
の

家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ブ
ト
ム
シ
と
自
由
に
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
る
「
か
ぶ
と
虫
ド
ー
ム
」
や
、
昆
虫
採

集
が
で
き
る
「
昆
虫
の
森
」、
ク
ワ
ガ
タ
を

展
示
・
販
売
す
る
「
ク
ワ
ガ
タ
の
館
」
が
あ

り
、カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
見
て
、触
っ

て
楽
し
め
ま
す
。
８
月
は
毎
日
、
９
月
は
日

曜
日
の
み
開
園
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
博
物
館
の
企
画
展
「
風
雲
！
昆

虫
城
」
は
８
月
31
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

夏
は
昆
虫
を
楽
し
も
う
〜
む
つ
み
昆
虫
王
国

松下村塾で上田宮司の講話

福栄むつみ

旭



市報HAGI●2008（平成20）年８月15日号 1�

今
年
度
75
歳
に
な
ら
れ
る

方
で
、
11
〜
３
月
生
ま
れ

の
方
の
健
康
診
査

　

今
年
度
75
歳
に
な
ら
れ
る
方

は
、
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
の
「
健
康
診
査
」

（
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
実
施
）
を
受
診
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
受
診
券
の
送
付

が
誕
生
月
の
翌
月
中
旬
以
降
と
な

る
た
め
、
誕
生
月
に
よ
っ
て
は
、

受
診
期
間
が
短
か
っ
た
り
、
今
年

度
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
、こ
う
し
た
受

診
機
会
が
限
ら
れ
る
方
を
対
象

に
、年
内
に「
特
定
健
康
診
査
」が
受

診
で
き
る
機
会
を
確
保
し
ま
す
。

■
対
象
者　

昭
和
８
年
11
月
１
日

か
ら
昭
和
９
年
３
月
31
日
生
ま
れ

の
方

○
国
民
健
康
保
険
の
方

【
11
、12
月
生
ま
れ
】
８
月
に
「
特

定
健
康
診
査
」
の
受
診
希
望
調
査

を
実
施
し
、
希
望
者
に
９
月
上
旬

に
受
診
券
を
送
付

▽
受
診
期
間
：
誕
生
月
の
前
月
末

ま
で

【
１
〜
３
月
生
ま
れ
】
９
月
末
に

該
当
者
全
員
に
受
診
券
を
送
付　

▽
受
診
期
間
：
12
月
26
日
ま
で

○
社
会
保
険
の
家
族
の
方
（
11
月

〜
3
月
生
ま
れ
）

　

市
が
実
施
す
る
「
特
定
健
康
診

査
」
の
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、

健
康
増
進
課
へ
電
話
等
で
申
し
込

み
、
後
日
受
診
券
を
送
付　

▽
受
診
期
間
：
９
月
１
日
〜
12
月

26
日

※
特
定
健
康
診
査
と
健
康
診
査
で

は
、
健
診
内
容
や
自
己
負
担
金
が

異
な
り
ま
す
（
特
定
健
康
診
査

８
０
０
円
、
健
康
診
査
５
０
０

円
）。
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

【
国
保
の
方
】

市
民
課
（
２
５
・
３
１
４
７
）

【
社
会
保
険
の
家
族
の
方
】

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料

の
社
会
保
険
料
控
除

　

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
の
保
険
料
を
今
年
４

月
か
ら
年
金
天
引
き
に
よ
り
お
支

払
い
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
今
年

10
月
か
ら
年
金
天
引
き
に
よ
り
お

支
払
い
さ
れ
る
予
定
の
方
（
社
会

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は

10
月
に
保
険
料
決
定
通
知
書
を
送

付
）
の
う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
保

険
料
の
支
払
方
法
を
口
座
振
替
に

変
更
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
所
得
税
や
個
人

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
に
つ

い
て
、
年
金
天
引
き
の
場
合
は
、

本
人
が
社
会
保
険
料
控
除
の
適

用
を
受
け
ま
す
が
、「
口
座
振
替
」

ま
た
は
「
納
付
書
」
で
保
険
料
を

支
払
う
場
合
は
、
支
払
っ
た
方
が

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金

係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

忘
れ
ず
に
提
出
を

　

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
提
出
期
限
ま
で
に
現
況
届
ま

た
は
所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な

い
場
合
、
12
月
期
の
支
払
い
が
遅

　
　○

不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

ベ
ー
ス　

ス

ピ
ー
カ
ー
ボ
ッ
ク
ス　

原
付
バ
イ
ク

萩
焼
一
式　

電
子
レ
ン
ジ　

椅
子　

五
月
人
形　

レ
コ
ー
ド　

リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
座
椅
子　

長
靴　

タ
オ
ル　

萩
市
史　

世
界
文
学
全
集　

学
習
机

マ
ッ
サ
ー
ジ
機　

萩
高
制
服（
女
子
）

冷
蔵
庫　

柔
道
着　

明
倫
小
カ
ッ

タ
ー
シ
ャ
ツ
等　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト　

ベ
ビ
ー
カ
ー　

上
靴　

ス
キ
ー

板
・
ス
ト
ッ
ク　

椿
保
育
園
園
児
服

扇
風
機　

ギ
タ
ー　

布
団
乾
燥
機　

茶
道
辞
典
・
本　

布
団　

冷
風
機

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

自
転
車　

グ
ロ
ー
ブ　

テ
レ
ビ　

ベ
ビ
ー
カ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

萩
高
百
年
史

茶
道
具
一
式　

椿
東
小
制
服
・
体
操

服　

着
物
・
古
布
・
帯　

ミ
シ
ン　

こ
い
の
ぼ
り　

ひ
な
人
形　

五
月
人

形　

萩
高
・
工
・
商
・
萩
東
・
西
中

制
服
（
女
子
）　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

金
庫　

◆
登
録
は
３
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◯
再
生
品
の
販
売

　

自
転
車
・
タ
ン
ス
・
机
を
抽
選
に

よ
り
販
売
し
ま
す
。

▽
９
月
21
日
（
日
）
応
募
締
切
正
午
、

抽
選
午
後
０
時
30
分

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
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長
）
か
ら
、
中
央
公
園
へ
の
記
念

植
樹
経
費
と
し
て
、
現
金
50
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
　
　
　

出
展（
店
）者

　

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
る
出
展
（
店
）
者
を
募
集
し
ま

す
。

■
と
き　

11
月
８
日
（
土
）、
９

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
周
辺

■
申
込
資
格　

市
内
の
事
業
者

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
ま

た
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
出
展
（
店
）
に
は
小
間
料
が
必

要
で
す
。

主
催
･
申
し
込
み

９
月
５
日
ま
で
に
、
商
工
課
内
萩

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
出
展
実
行
委
員

会
（
２
５
･
３
１
０
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
･
０
７
１
６
）
へ

萩
観
光
シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

萩
の
観
光
振
興
に
活
躍
し
て
い
た

だ
く
知
性
と
健
康
を
備
え
た
女
性

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
両
手
当
と
も
、
平
成
20
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
所
得
証
明
書
が
必

要
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届　

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
養

育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

■
提
出
期
限　

９
月
１
日
（
月
）

■
提
出
先　

子
育
て
支
援
課
、
各

総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
、支
所
・

出
張
所

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

■
提
出
期
限　

９
月
10
日
（
水
）

■
提
出
先　

福
祉
課
、
各
総
合
事

務
所
健
康
福
祉
課
、
支
所
・
出
張

所　
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

公
共
工
事
か
ら
暴
力
団
排

除
を

　

７
月
11
日
、
三
見
地
区
処
理
場

建
設
工
事
の
施
工
業
者
が
、
工
事

の
円
滑
な
遂
行
を
目
的
に
、
工
事

関
係
者
の
安
全
対
策
の
推
進
や
公

共
工
事
に
違
法
・
不
法
な
手
段
で

介
入
す
る
暴
力
団
等
を
排
除
す
る

た
め
に
「
三
見
地
区
処
理
場
建
設

工
事
労
働
災
害
防
止
及
び
暴
力
追

放
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
は
、
三
見
地
区
漁
業

集
落
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
、
下

水
道
の
最
終
処
理
場
を
整
備
す
る

工
事
で
す
。
市
内
で
は
こ
の
ほ
か

に
「
萩
・
三
隅
道
路
労
働
災
害
防

止
及
び
暴
力
追
放
協
議
会
」
な
ど

３
つ
の
暴
力
団
排
除
対
策
協
議
会

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

阿
武
萩
森
林
組
合
「
代
理

申
請
方
式
」
を
利
用
し
ま

せ
ん
か

　

阿
武
萩
森
林
組
合
で
は
、
間
伐

等
の
施
業
を
自
ら
実
施
し
て
い
る

森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
、
煩
雑

な
造
林
補
助
申
請
等
の
事
務
を
代

理
で
行
う
「
代
理
申
請
方
式
」
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
施
業
計
画
の
作
成
、
諸
手

続
き
を
森
林
組
合
に
委
託
す
る
こ

と
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

所
有
山
林
の
施
業
を

年
間
0.5　

以
上
、
最
低
５
年
間
計

画
的
に
実
施
で
き
る
方

※
そ
の
他
手
数
料
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。申

し
込
み

９
月
10
日
ま
で
に
、
阿
武
萩
森
林

組
合
（
５
２
・
０
２
６
０
）
へ

寄
付

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
萩
25
周

年
実
行
委
員
会
（
綿
貫
淑と
し

子こ

委
員

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
９
月
１
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
（
２
５
・
３
５
７
５
）

◦
市
県
民
税
第
２
期

◦
国
民
健
康
保
険
料
第
３
期

◦
介
護
保
険
料
第
３
期

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
期

８
月
の
納
期
の
お
知
ら
せ

森
林
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

ha

を
募
集
し
ま
す
。

■
任
期　

10
月
１
日
〜
平
成
22
年

９
月
30
日
（
２
年
間
）

■
資
格　

市
内
在
住
、
８
月
１
日

現
在
18
歳
以
上
の
女
性
で
、
年
間

15
回
程
度
の
行
事
等
に
参
加
で
き

る
方

■
募
集
人
員　

３
人
以
内

■
賞
金　

10
万
円
（
推
薦
者
１
万

円
）

■
申
込
方
法　

８
月
31
日
ま
で

に
、
萩
市
観
光
協
会
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
を
提
出

主
催
・
申
し
込
み

萩
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
（
２
５
・
１
７
５
０
）

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
行
事

○
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り

■
と
き  

９
月
５
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容  

プ
ー
ル
お
さ
め
、
あ
ゆ

の
つ
か
み
ど
り 

■
対
象
者  

未
就
園
児
と
保
護
者

■
主
催  

萩
市

申
し
込
み

８
月
29
日
ま
で
に
、
萩
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
４
４
８

８
）
へ
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外
炊
飯
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）
等

■
対
象
者　

小
・
中
学
生
、
保
護

者■
持
参
品　

水
筒
、
タ
オ
ル
、
運

動
の
で
き
る
服
装
、
帽
子

■
参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料

等
）主

催
・
申
し
込
み

９
月
５
日
ま
で
に
、
萩
ス
カ
ウ
ト

協
議
会
事
務
局
（
２
２
・
５
３
４

４
）
藤
山
へ

木
星
と
夏
の
星
座
を
み
よ

う
！

　

萩
博
物
館
の
天
体
観
測
室
に
設

置
さ
れ
て
い
る
口
径
40
㎝
の
反
射

望
遠
鏡
や
大
型
の
双
眼
鏡
を
使
っ

て
、
木
星
や
ガ
リ
レ
オ
衛
星
の
観

察
を
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
に
見

え
る
星
空
や
星
座
の
解
説
を
し
ま

す
。
天
の
川
も
見
え
る
か
も
。

■
と
き　

８
月
29
日
（
金
）
〜
31

日
（
日
）
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
天
体
観
測

室※
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
星
の
話

を
し
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

込
め
ま
す
。
詳
し
く
は
山
口
県
住

宅
供
給
公
社
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
入
居
時
期　

10
月
下
旬
頃

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
内
縁
関
係

お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い

■
受
付
期
間　

８
月
20
日
（
水
）

〜
31
日
（
日
）（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
市

の
建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
へ
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

　
（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

指
月
公
園
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

　

み
ん
な
で
楽
し
め
る
野
外
キ
ャ

ン
プ
に
、
友
達
と
一
緒
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

９
月
14
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
城
跡
指
月
公
園

（
雨
天
の
場
合
は
、
萩
青
年
の
家
）

■
内
容　

ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
、
野

県
営
住
宅
入
居
者

※
単
身
入
居
に
は
、
申
込
条
件
が

あ
り
ま
す
。

※
優
先
は
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
の
み
申
し

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

竹
文
化
再
生
活
動
入
門
講

座
　

現
在
、
史
跡
な
ど
の
周
辺
の
竹

林
が
手
入
れ
さ
れ
ず
、
昔
な
が

ら
の
景
観
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
竹
林
整
備
や
竹
材

利
用
の
基
礎
的
知
識
、
技
術
を
習

得
す
る
た
め
の
入
門
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
６
日
、
13
日
、
10

月
４
日
、
11
月
８
日
、
12
月
13
日

（
全
５
日
）
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

※
時
間
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ

て
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

東
光
寺
ほ
か

■
内
容　

東
光
寺
の
歴
史
、
竹
の

基
礎
知
識
、
竹
楽
器
の
製
作
、
竹

灯
の
製
作
、
竹
林
整
備
等

■
対
象
者　

萩
市
ま
た
は
阿
武
町

在
住
で
東
光
寺
や
竹
に
興
味
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
全
日
程
受
講
で

き
る
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

８
月
29
日
ま
で
に
、
萩
農
林
事

務
所
森
林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

（
２
２
・
３
３
６
６
）
へ

水
の
中
の
昆
虫
城
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
！

　

池
と
い
う
限
ら
れ
た
水
の
中

で
、
ど
ん
な
昆
虫
が
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
の
か
を
観
察
し
ま

す
。

■
と
き　

９
月
７
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
、

15
日
に
順
延
）

■
と
こ
ろ　

小こ

木ぎ

原わ
ら

（
佐
々
並
）

■
集
合
場
所　

萩
博
物
館

■
服
装　

長
袖
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子

■
定
員　

20
人

主
催
・
申
し
込
み

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
後
期
）

　

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩
で
は
、
日
常

生
活
に
必
要
な
日
本
語
を
楽
し
く

学
べ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
10
日
〜
11
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

初
級
Ⅰ
・
Ⅱ

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
（
資
料

代
）

■
申
込
方
法　

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩

へ
電
話

住宅名 募集区分（戸数） 単身
入居 間取り 家　賃 駐車場

使用料

中津江
一般 (2)、優先 (1) ３LDK 26,700〜60,300 円

600 円
一般 (1) ○ ２DK 20,100〜44,100 円

第二無田ヶ原 一般 (3)、優先 (1) ３DK 18,500〜41,900 円 1,000 円 

東萩 一般 (1) ３DK 17,700〜38,900 円 1,000 円

金谷 一般 (2)、優先 (1) ３DK 19,000〜44,000 円 700 円

■住宅名・家賃等
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■
と
き　

10
月
５
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
（
受
付
午
前
８

時
30
分
〜
）
小
雨
決
行

■
と
こ
ろ　

維
新
の
里
（
旧
松
本

村
、
椎
原
地
区
）

■
集
合
場
所　

松
陰
神
社
記
念
館

■
持
参
品　

水
筒

※
軽
装
（
歩
き
や
す
い
服
装
）
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

一
般
５
０
０
円
、小
・

中
学
生
２
０
０
円
（
昼
食
代
、
損

害
保
険
料
等
）

■
定
員　

70
人
程
度
（
先
着
順
）

※
小
学
校
低
学
年
は
、
保
護
者
同

伴
。

※
雨
天
時
は
、
松
陰
神
社
記
念
館

内
で
卓
話
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

９
月
20
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の
用
紙

に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
維
新

の
里
づ
く
り
協
議
会
へ
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ主

催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
１
１
萩
市
大
字

椿
東
１
５
３
７　

松
陰
神
社
社
務

所
内
維
新
の
里
づ
く
り
協
議
会
事

務
局
（
２
２
・
４
６
４
３
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
２
・
４
２
８
２
）

※
開
講
日
に
直
接
参
加
さ
れ
る
方

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

て
い
ま
す
（
資
格
・
経
験
不
問
）。

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋

椎
原
地
区
の

歴
史
に
触
れ
よ
う

〜
維
新
の
里
歩
こ
う
会
〜

　

志
士
の
旧
宅
、
明
治
維
新
ゆ
か

り
の
史
跡
が
数
多
く
点
在
す
る
旧

松
本
村
地
区
を
、
ガ
イ
ド
の
詳
し

い
説
明
を
受
け
な
が
ら
楽
し
く
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見

相
談
会

　

司
法
書
士
が
訪
問
相
談
を
行
い

ま
す
。

■
と
き　

９
月
１
日
（
月
）
〜
30

日
（
火
）

※
事
前
に
希
望
日
時
を
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

財
産
管
理
、
身
上

監
護
を
中
心
に
高
齢
者
・
障
害
者

が
抱
え
る
問
題
全
般

■
対
象
者　

高
齢
者
・
障
害
者
お

よ
び
そ
の
家
族
、
支
援
者
、
福
祉

関
係
者
な
ど

■
申
込
方
法　

９
月
19
日
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

相
談
内
容
、
希
望
日
時
を
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
へ
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
３
‐
０
０
４
８
山
口
市
駅

通
り
２
丁
目
９
番
15
号　

リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口（
０
８
３
・
９
２

４
・
５
２
２
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３

・
９
２
１
・
０
４
７
５
）

　着物ウィーク in 萩開催中
により、着物を着ている方に
は特典があります。着物での
参加を歓迎します。着物をお
持ちでない方にはレンタルも
あります（3,500 円）。

○着物ウィークin萩■対象者　　市内在住の方（小学生以下保護者同伴）
■募集人員　30 人（先着順）
■参加料　　500 円
　　　　　　（別途昼食代・入館料 500 円・乗船料
　　　　　　1,200 円等が必要）
■参加申込　８月 20 日（水）〜９月５日（金）

申し込み　市民活動推進課（２５・３３７３）

市役所⇒萩八景遊覧船⇒萩博物館（企画展見学、昼
食）⇒萩地域内史跡等散策（木戸孝允旧宅など）⇒着
物ウィーク in 萩⇒市役所

行 程

第 22 弾

　企画展「明治維新 140 年
記念特別展・明治維新の光と
影」の内容について、学芸員
が解説します。

○萩博物館

募集

◆マイたうん萩（10 分間）
◦８月 21 日放送

◦８月 28 日放送
問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

★毎週木曜放映、金曜日再放送

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

※内容は多少変更する場合があります。
※申込時に昼食メニューを確認します。

　明治維新140年を記念して、萩博物館の企画展
や着物ウィーク in萩に参加するツアーを行います。

萩探訪ツアー

９月 23 日 ㈷㈫ 午前９時〜午後５時

探訪ツアー

「国保等の入院医療費や
食事代の減額」

「国民年金保険料の免除等」
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就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等

の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、就
学
義
務
を
猶
予
ま
た
は

免
除
さ
れ
た
方
等
に
対
し
、中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う

試
験
で
す
。合
格
者
に
は
高
等
学

校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
４
日
（
火
）

■
と
こ
ろ　

山
口
県
教
育
庁
（
山

口
市
）

■
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
受
付
期
間　

８
月
22
日

（
金
）
〜
９
月
９
日
（
火
）

※
受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
学
校
教
育
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
５
８
）

萩
ふ
る
さ
と
づ
く
り
盆
踊

り
大
会

　

明
治
維
新
１
４
０
年
を
記
念
し

て
、
福
島
県
白
河
市
よ
り
「
白
河

民
舞
愛
好
会
」
を
招
い
て
、
白
河

踊
り
を
通
し
て
交
流
し
ま
す
。

■
と
き　

８
月
23
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
〜
９
時
（
雨
天
の
場
合

は
24
日
に
順
延
）

※
実
施
の
場
合
、
午
後
４
時
に
煙

火
を
あ
げ
ま
す
。

■
と
こ
ろ　

明
倫
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド

■
内
容　
「
白
河
盆
踊
り
」、「
佐
々

並
白
河
踊
り
」、「
長
州
音
頭
」、「
萩

つ
ば
き
音
頭
」、「
萩
音
頭
」

■
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

須
佐
・
弥

富
保
育
園
「
す
さ
ち
び
っ
こ
太

鼓
」、
佐
々
並
地
区
「
佐
々
並
白

河
踊
り
」、
白
河
市
・
白
河
民
舞

愛
好
会
「
白
河
盆
踊
り
」

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課
内
萩
ふ
る
さ

と
づ
く
り
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員

会
（
２
６
・
５
６
３
６
）

平
成
松
下
村
塾
２
０
０
８

発
信
！
未
来
塾
“
萩
”

発
表
会
＆
東
儀
秀
樹
コ
ン

サ
ー
ト

■
と
き　

８
月
26
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　
【
１
部
】 発
表
会
（
午

後
７
時
〜
）、【
２
部
】
雅
楽
演
奏

家
・
東
儀
秀
樹
コ
ン
サ
ー
ト
（
午

後
８
時
〜
）

■
入
場
料　

前
売
１
０
０
０
円

（
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
前
売
券
販
売
所　

萩
商
工
会
議

所■
主
催　

平
成
松
下
村
塾
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

萩
青
年
会
議
所（
０
９
０
・
７
７
７

２
・
１
９
７
９
）
玉
村

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
・
発

表
会

○
作
品
展

■
と
き　

９
月
１
日
（
月
）
〜
３

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

○
発
表
会

■
と
き　

９
月
２
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

保
育
園
児
に
よ
る
ダ
ン

ス
、
老
連
コ
ー
ラ
ス
ほ
か

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
４
８
８
）

萩
市
社
会
福
祉
大
会

　

郷
土
の
自
然
に
迫
り
つ
つ
あ
る

危
機
を
物
語
風
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
、
体
験
・
参
加
型
展
示
。
世
界

各
国
か
ら
日
頃
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
約
３
０
０
０
種
、
１
万
点
の

昆
虫
た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い
！
山
口
県

初
公
開
と
な
る
、
世
界
一
高
価
な

チ
ョ
ウ「
ア
ロ
テ
ィ
ト
リ
バ
ネ
ア

ゲ
ハ
」
や
子
ど
も
に
大
人
気
の
幻

の
青
白
い
カ
ブ
ト「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
・

リ
ッ
キ
ー
ブ
ル
ー
」な
ど
を
展
示
。

◎
来
場
者
数
１
万
人
突
破
記
念
・

追
加
展
示

カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ
展

イ
タ
リ
ア
現
代
陶
芸
の
巨
匠

８
月
26
日
㈫
〜
10
月
26
日
㈰

萩
博
物
館☎２

５・６
４
４
７

風
雲
！
昆
虫
城

〜
カ
ブ
ト
ム
シ
た
ち
の
戦
記
〜

開
催
中
〜
８
月
31
日
㈰

県
立
萩
美
術
館
・

　

浦
上
記
念
館

☎
２
４・２
４
０
０

没
後
１
５
０
年
記
念

広
重
の
風
景
版
画
展

開
催
中
〜
８
月
17
日
㈰

　

代
表
作「
東
海
道
五
十
三
次
之

内
」
を
は
じ
め
、
叙
情
あ
ふ
れ
る

風
景
版
画
１
５
５
点
を
紹
介
。

夏
の
企
画
展

　

イ
タ
リ
ア
現
代
陶
芸
の
旗
手
と

し
て
知
ら
れ
る
カ
ル
ロ
・
ザ
ウ
リ

（
１
９
２
６
〜
２
０
０
２
）
没
後

初
め
て
の
大
回
顧
展
。
１
６
６
点

の
多
様
な
作
品
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
で
非
凡
な
活
動
の
全
容
を
振

り
返
り
ま
す
。

アレキサンドラトリバネアゲ
ハのオスの標本　山口県初公
開！ワシントン条約で保護さ
れている珍しいチョウ。

ギネス級のアンタエウスオオ
クワガタの生体　昆虫ファン
に人気。体長 91.5㎜もある
巨体を生きたまま展示。
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通行規制にご協力を

◎三見地区

■工事期間　９月上旬〜12月下旬
■工事時間　午前８時 30 分〜午
　後５時（夜間、日曜日は開放）
■規制内容　車両通行止め（自転
　車、歩行者を除く）

迂回路

車両通行
止め

→至飯井
三見橋

三見浦 三
見
駅

　

民
間
社
会
福
祉
事
業
に
功
績
の

あ
っ
た
方
と
し
あ
わ
せ
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
の
ほ
か
、
特
別
講

演
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
６
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

表
彰
式
（
午
後
１
時
30

分
〜
）、
特
別
講
演
会
（
午
後
２

時
30
分
〜
）

■
演
題　
「
み
ん
な
や
さ
し
さ
は

根
っ
こ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
」

■
講
師　

大
野
勝
彦
（
風
の
丘
阿

蘇
大
野
勝
彦
美
術
館
長
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
（
２
２
・
２
２
８
９
）

萩
市
消
防
操
法
大
会

　

萩
市
消
防
団
中
央
方
面
団
か
ら

20
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
日
頃
の

消
防
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
７
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

橋
本
川
玉
江
河
川
公

園■
内
容　

基
本
操
法
、
応
急
操
法

（
自
動
車
ポ
ン
プ
、
小
型
ポ
ン
プ
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
２
７
８
０
）

広
島
交
響
楽
団

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

　

山
口
福
祉
文
化
大
学
で
は
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
市
民
公
開

事
業
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
14
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
（
開
場
１
時
30

分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

８
人
（
バ
イ
オ
リ
ン
、

ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
）
の
楽
団
員
に
よ
る
弦
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
皇

帝
円
舞
曲
」
な
ど

■
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）

■
整
理
券
配
布
場
所　

山
口
福
祉

文
化
大
学
、市
役
所
本
庁
案
内
係
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
、
支

所
・
出
張
所

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
福
祉
文
化
大
学

　
　
　
　
　
（
２
４
・
４
０
０
０
）

下
関
基
地
隊
開
隊
記
念

　
　

佐
世
保
音
楽
隊
公
演

　

海
上
自
衛
隊
下
関
基
地
隊
の
開

隊
記
念
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊

佐
世
保
音
楽
隊
に
よ
る
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
15
日（
月
・
祝
）午

後
２
時
〜
４
時（
開
場
１
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

35
人
の
吹
奏
楽
団
に
よ

る
演
奏
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
〜
宇

宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
な
ど

■
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）

■
整
理
券
配
布
開
始
日　

８
月
20

日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
整
理
券
配
布
場
所　

市
役
所
本

庁
案
内
係
、
各
総
合
事
務
所
地
域

振
興
課

■
主
催　

海
上
自
衛
隊
下
関
基
地

隊　
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
萩
地

域
事
務
所
（
２
２
・
２
４
０
９
）

（下水道工事）

規制区間は順次移動しますので、工事看板および
誘導員の指示に従ってください。

問い合わせ　下水道建設課（２５・４６５１）

◎玉江浦地区

■工事期間　８月中旬〜平成 21
　年３月下旬
■工事時間　午前８時 30 分〜午
　後５時（夜間、日曜日は開放）
■規制内容　車両通行止め（自転
　車、歩行者を除く）

玉江浦2区

県漁協
玉江浦支店

玉江浦1区

玉江駅

至倉江

至玉江橋

→

→

車両通行
止め

迂回路

◎御許町地区

■工事期間　８月中旬〜平成 21
　年３月中旬
■工事時間　午前８時 30 分〜午
　後５時（夜間、日曜日は開放）
■規制内容　車両片側交互通行　
　（自転車・歩行者を除く）

至橋本橋

都志見
病院

→

御許町

262

車両片側
交互通行

191

萩橋本
郵便局

萩市役所
萩警察署

●僕の彼女はサイボーグ
●砂時計
●奇跡のシンフォニー
●マジックアワー
●それいけ！アンパンマン

上映中〜8/22
上映中〜8/29
上映中〜9/5

8/23〜
8/23〜

★火曜日休館 ☎２６・６７０５
ツイン・シネマ 上映案内

■上映案内（24時間）　☎２６・６７０６
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19㊋、22㊎、26㊋、29㊎
 おはなしの森 11:00〜11:30 子ども図書館

20 ㊌  リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館

23 ㊏  わくわくの会 14：30〜子ども図書館

24 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館

26 ㊋  茶話会 14：00〜 須佐図書館

27 ㊌  おはなしのろうそく 14：30〜 須佐図書館

30 ㊏  ふしぎの会 14：30〜子ども図書館

【休館日】 各図書館：18㊊、20㊌、25㊊
   　　　 明木図書館：24㊐

■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所健康福祉課

9:30 〜やまびこ
9:30 〜田万川保セ
13:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

9:30 〜須佐郵便局
9:30 〜やまびこ
9:30 〜やまびこ

14:00 〜田万川保セ
9:30 〜須佐保セ

9:30 〜 18 区公会堂
13:30 〜 20 区公会堂

9:30 〜やまびこ

　弥富はつらつ楽食会
●すくすく赤ちゃん学級
　活き活きリハ会
　須佐元気もりもり体操
　まちの保健室健康相談
　弥富元気もりもり体操
　健康・介護予防相談
　健康ちょきん教室
　須佐はつらつ楽食会
　18 区健康相談
　20 区健康相談
　弥富元気もりもり体操

19 ㊋
20 ㊌

21 ㊍

22 ㊎
25 ㊊
26 ㊋
27 ㊌

28 ㊍
29 ㊎

田万川・須佐 地域

27 ㊌
萩健康福祉センター ☎25・2663

　心の健康相談 13：00〜
※下記は、要予約

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事 16㊏ 　国体中国ブロック（卓球）大会 〜17日
　　　　　11:15〜市民体育館

　市長杯・会長杯争奪市民水泳競技大会
9:00〜太陽フィットネスクラブ萩

17㊐ 　早朝野球山陰大会
            8:00〜萩スタジアムほか

　国体中国ブロック（柔道）大会
　　　                9:30〜萩武道館

20㊌ 　萩市長杯争奪バレーボール大会（高校の部）
　　　　 9:00〜市民体育館

　萩市スポーツ少年団陸上競技大会
9:00〜萩スポーツ広場

22㊎ 　萩地区中学校新人ソフトテニス大会
                               9:00〜萩市球技場

23㊏ 　秋季長北高等学校野球大会 〜24日
           　　　　　9:00〜萩スタジアム

　秋季長北高等学校体育大会（弓道の部）
           　　　　　9:00〜萩武道館弓道場

　萩市民バスケットボール大会
　　　9:00〜市民体育館

24㊐ 　グリーンスポーツ杯バドミントン大会
9:00〜萩武道館

　会長杯ジュニアユースサッカー大会
9:00〜萩東中グラウンド

　朝日レディースバレーボール大会
9:00〜市民体育館

　萩オープンテニスダブルストーナメント大会
9:00〜ラケットクラブ萩

25㊊ 　萩市小学校卓球大会
9:00〜萩武道館

30㊏ 　中学・高校団体対抗卓球大会
9:00〜市民体育館

　県体育大会兼県知事杯軟式野球大会学童の部
　萩地区予選 8/31、9/6　   9:00〜萩スポーツ広場
　会長杯争奪大会兼西日本軟式野球大会（C級）
　〜9/28　　　　　　　　　  13:00〜萩スタジアム

31㊐ 　会長杯争奪卓球大会
9:00〜市民体育館

川上・旭 地域
10:00 〜川上保セ

9:30 〜旭マルチメディアセ
●とことこクラブ
●スクスククッキング

毎週㊍
29 ㊎

10:00〜むつみコミュニティセ
10:00〜福栄保セ

13:00〜むつみ農村改善セ

●乳幼児健康相談
●のびのび会
●乳幼児健康診査

27 ㊌
28 ㊍
29 ㊎

むつみ・福栄 地域

10:00 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

9:30 〜東木間公会堂
8:30 〜相島小学校

9:30 〜萩市保セ
6:00 〜見島

13:00 〜萩市保セ
6:00 〜見島

9:30 〜萩市保セ
12:30 〜県漁協大井湊支店

●ツインズサークル
● 1 歳の児集まれ教室
●５か月児健康相談
　東木間健康教室
　相島特定健康診査
　ヘルシークラブ
　見島検診
● 1 歳 6 か月児健康診査
　見島検診
● 10 か月児健康相談
　大井湊特定健康診査

19 ㊋
20 ㊌
21 ㊍

24 ㊐
25 ㊊
27 ㊌

28 ㊍

29 ㊎

萩 地域

●ふたば園（22･2877）
19㊋   おもちゃ図書館地域開館日 10:00 〜15:00

絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

26㊋ 発達相談日 10:00〜12:00
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○田万川スポーツ少年団招待野球大会 （9:00 〜 / 田万川グラウンド）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170
内科全真会（玉江浦） 22･4106
外科田町（東田町） 24･1234
内科藤原（土原） 22･0781
産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科もんでん（今古萩町）22･0016

○救護所盆踊り大会 （19:00 〜 / 救護所）外科花宮（平安古町） 25･8738
内科花宮（平安古町） 25･8738
小児科いわたに（椿東） 24･2100

●萩市学校教育研究発表大会 （8:30 〜 / 市民館）外科めづき（土原） 22･2248
○心配ごと相談 （13:30 〜 / 総合福祉センター）内科めづき（土原） 22･2248

●おもしろ雑学セミナー（10:30〜/旭活性化センター、19:00〜/福栄コミュニティセンター）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082
○こころの相談 （13:30 〜 / 総合福祉センター）内科山本（前小畑） 26･0077

●行政相談 （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科都志見（江向） 22･2811
●川上地域職域ソフトボール大会 （18:00 〜 / 川上中学校）内科中嶋（今古萩町） 22･2206
●福栄地域壮年ソフトボール大会 〜22日 （19:00 〜 / 福栄グラウンド）
●消費生活センター出張相談（10:00〜/川上総合事務所、14:00〜/旭マルチメディアセンター）外科玉木（瓦町） 22･0030

内科波多野（堀内） 25･2788
●きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/全真会前河川敷）外科萩市民（椿） 25･1200
○夏休み鉄道クラフト模型製作会 〜 24 日 （10:00〜/萩市観光協会）内科柳井（橋本町） 22･0748
●カヌーフェスティバル in 萩 2008 カヌー教室　　 （13:00〜/萩阿武川温泉公園）
●明治維新 140 年記念萩ふるさとづくり盆踊り大会（18:30〜/明倫小学校グラウンド）
●カヌーフェスティバル in 萩 2008 （10:00〜/河添河川公園ほか）外科 萩むらた（今古萩町）25･9170

内科市原（塩屋町） 22･0184
産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科あおぞら（御許町） 26・4182

○たまがわ夏まつり （17:00 〜 / 江崎漁港弁天公園周辺）外科池本（玉江浦） 25･7575
内科わたぬき（東浜崎町）25･2020

○カルロ・ザウリ展 〜10月26日 （9:00 〜 / 県立萩美術館 ･ 浦上記念館）外科花宮（平安古町） 25･8738
○心配ごと相談 （9:30 〜 / 弥富老人憩いの家）内科中坪（今魚店町） 22･5430
●無料法律相談 （10:00 〜 / 市役所）
○平成松下村塾2008発信!!未来塾”萩”東儀秀樹コンサート    （19:00 〜 / 市民館）
○年金相談 （10:00 〜 / 須佐総合事務所）外科平岡（新川東） 25･7100
●明治維新140年記念 長州砲・萩里帰り 除幕・記念講演会   （13:30 〜 / 萩博物館）内科萩市民（椿） 25･1200
●明治維新140年記念 長州砲・一般公開 〜平成21年5月           （9:00〜/萩博物館）外科田町（東田町） 24･1234
●行政相談 （10:00 〜 / 川上公民館）内科 萩むらた（今古萩町）25･9170
●萩おもしろ雑学セミナー （19:30 〜 / 弥富公民館）外科都志見（江向） 22･2811

内科萩慈生（玉江） 25･6622
●人権・行政出張相談 （9:00 〜 / 大島公民館）外科玉木（瓦町） 22･0030
●個別就職相談会 （13:00 〜 / 市民館）内科玉木（瓦町） 22･0030
○萩吹奏楽団 サマーオレンジーズ定期演奏会                     （18:30 〜 / 市民館）小児科いわたに（椿東） 24･2100

外科萩市民（椿） 25･1200
内科山本（前小畑） 26･0077
産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科石川（吉田町） 22・1246

情報カレンダー

※小児科は上記以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

●萩市主催・共催の行事

8月 ４３

日月火水木金土
２

５６ ７
１
９

101112 13 14 15
８
16

22 23
2425
17 18 19

26 27
20 21

2928 30
31 夜間・休日当番医

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

17日㊐
24日㊐
31日㊐

［内外科］
［内科］
［内科］

齋藤（阿武町）
むつみ（吉部上）
福川（福井下）

08388・2・2838
08388・6・0149
52・0027

16→31日 日

28木

22金

21木

25月

26火

27水

23土

24日

18 月

19 火

20水

16 土

17 日

29金

30土

31日



市報HAGI●2008（平成20）年８月15日号 ��

すずき

congratulation
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※7月16日〜7月31日受付分

■人の動き（平成 20 年７月末日）
　人　口／56,873人　（前月比ー30）　男／26,091人（前月比ー17）
　世帯数／24,518世帯（前月比−20）　女／30,782人（前月比ー13）
　出　生／36人　死亡／65人

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年  齢 住　所死亡日

　例年梅雨明け頃、夕暮れ時になると、松本橋や
玉江橋の欄干に釣り人の姿を見かけるようになり
ます。狙いはスズキの若魚で、萩でも呼び名は「せ
いご」。成長とともに、せいご→ふっこ→すずき
と名前の変わる出世魚、夏場に脂が乗って、とて
もおいしい魚ですが、冬場は「猫またぎ」などと
呼ばれ、確かに味が落ちてしまいます。水質の悪
化にも強い魚で、コーヒー色をした都会の港湾な
どにも生息していますが、やはり泥臭と油臭がし
て、萩のきれいな汽水域にいるスズキとは姿・味
わいともに比べ物にはなりません。
　お隣の島根県松江市では、奉書に包んで蒸し焼
きにしたスズキが有名。元々は漁師さんたちの浜料
理だったものが、たまたま藩主の目に留まり、その
後は殿様に献上する郷土料理となったとのこと。

　表紙 須佐男命いか祭り
するめ干し体験

　７月 27 日に開催された須佐男命いか祭り
で、活いか販売などのほかに人気を集めてい
たのが「するめ干し体験」。
　新鮮ないかを自分でさばいて干し、それを
持ち帰るというもので、料金はいか１パイ
500 円。参加者は、家庭では体験しないす
るめ干しに悪戦苦闘。漁協女性部の方に教わ
りながら、その慣れた手つきを興味深く眺め
ていました。その日用意された 40 パイは見
事完売されました。
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